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ョ ック (金 ･ドル交換停止),ついで73年の変動相場制への移行によって崩壊
しはじめたことである.その要因は,ポール ･ケネディの 『大国の興亡』をま
つまでもなく,泥沼化した無謀なベトナム戦争にあったことは,しばしば指摘











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































24 (526) 第142巻 第5･6号
(市民的公共性)が,そのモデルであろう｡ これはシステムの論理が貫徹し,
機能主革的理性が支配する現在の後期資本主義社会では,きわめて困難な道で
ある｡だが,さまざまなコミュニティのなかで,たえず点しつづけねばならな
い燈火でもある｡ 私は現在の問題はもとより,再び初期の啓蒙期のジョン･ロ
ックや A.A.C.のシャフツペソの思想のなかに, (市民的公共性)の概念を
探ってみたいと思う｡
それとともに,この批判的社会理論,ひいては,フランクフル ト学派の批判
撃論が基づく思翠は,やはり,カソ＼トの批判哲学と結びついているoカントの
いうGeseligkeitとは,一面では ｢人と人との交わり｣であり,コミュニテ
ィではないだろうか9この講義のエピローグとして,私は 『純粋理性批判』の
序文の一節をかかげておく｡
｢現代は真の意味での批判の時代であって,.一切のことがらが批判に付され
ねばならない｡宗教はその神聖さによ?て,立法はその威厳によって通常,そ
の批判をまぬがれようとする｡ だが,そうなれば宗教も立法も,当然の疑惑を
招くのであって,真の尊敬を要求することはできない｡理性がこうした尊敬を
みとめるのは,ただ,自由で公共の理性の吟味に耐えうるものに対してのみで
ある｡｣
UnserZeitalteristdaseigentlicheZeitalterderKritik,dersickales
unterwerfenmud.Religon,durch ihreHeiligkeit,undGesetzgebung,
durchihreMajestat,Wolensichgemeiniglichderselbenentziehen.Aber
alsdennerregensiegerechtenVerdachtwidersick,undk6nnenanfun-
verstelteAchtungnicht●Anspruchmachen,diedieVernunftnurdemje-
nigenbewiligt,wasihrefreieundbfFentlichePrGfunghataushaltenk6-
nnen.
〔本論文は,1989年2月18日(土)に法経第2教室で行われる退官記念講義の草稿で
ある〕
